
















開いた好機の窓（window of  opportunity）と呼ばれる歴史の好機をとらえなければなら
ない。あるいは、好機を作り出し、窓をこじ開けなければなければならない場合もあ
ろう。
　今後の決して容易ではない道筋について、EUの経験から学べることは、常に、将
来のビジョンについて議論をたたかわせ、合意された将来のビジョンに向かって加盟
国が努力するという未来志向の仕事の仕方である。
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　再び、欧州に平和をもたらした構想を発案したジャン・モネ氏の講演からの引用文
で、本稿を終えたい。
　　　 　私の講演は、私がしばしば引用する話を持って終えることとしたい。この話
は、今日、直面する困難に際し、我々が採るべき態度をよく物語っているから
である。
　　　 　成功に至るまで大失敗を常に重ねてきた政治家がその人生を終えるときがき
た。彼は、その成功の秘訣は何かと聞かれたときに、次のように答えた。自分
は若い時に、荒原で神に出会い、神は自分に、「あらゆる物事には終わりがある。
障害ですらも。」と述べたのであった。（大意）（注2）
（注）
1． http://www.osce.org/who/43960
2． Monnet, op.cit.
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